
特集　第20回「志賀町を描く美術展」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
建設課からのお知らせ　　　　　　　　3
まちかどルポ 　　　　　　　　　4 ～ 5
税務課からのお知らせ　　　　　　　　8
健康ニュース　　　　　　　10～11
生涯学習だより　　　　　　　20～22

INDEX

第 20 回「志賀町を描く美術展」大賞
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第20回「志賀町を描く美術展」開催



特  集特  集

こ
の
美
術
展
は
、
平
成
元
年

か
ら
始
ま
り
、
富
来
の
美

し
い
自
然
や
生
活
、産
業
を
描
き
、

絵
画
を
通
じ
て
芸
術
文
化
の
振
興

と
ふ
る
さ
と
の
再
発
見
を
願
っ
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、

応
募
が
あ
っ
た
作
品
は
147
点
で
し

た
。
20
回
目
の
節
目
と
な
る
今
回

の
美
術
展
で
は
、洋
画
や
日
本
画
、

版
画
な
ど
、
301
点
も
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

毎
年
、
金
沢
で
行
わ
れ
て
い

た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
も
志
賀
町
の
シ
ー
サ
イ
ド

ヴ
ィ
ラ
渤
海
で
開
催
さ
れ
ま
し

　

今
年
で
20
回
を
数
え
る
美
術
展
。
昨
年
ま
で
の
、「
富
来
を
描
く
」

美
術
展
か
ら
「
志
賀
町
を
描
く
」
美
術
展
と
名
称
を
改
め
ま
し
た
。

大
賞
受
賞

　

川
渕　

一
知
さ
ん

　

予
期
せ
ぬ
大
賞
を
い
た
だ
き
、
大

変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

毎
年
、
モ
チ
ー
フ
を
求
め
、
隅
々

ま
で
訪
れ
た
富
来
地
域
は
私
に
と
っ

て
、
最
も
身
近
な
場
所
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
描
き
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奨
励
賞　
小
林　

康
彦
さ
ん

　

ま
さ
か
受
賞
で
き
る
と

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
嬉

し
い
で
す
。
こ
の
美
術
展
に

は
あ
ま
り
版
画
作
品
が
応
募

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

20
回
目
と
な
る
節
目
の
年
に

志
賀
版
画
を
出
品
し
ま
し
た
。

小
品
賞　
米
谷　

康
元
さ
ん

　

10
回
く
ら
い
応
募
し
て
い

ま
す
。
赤
住
の
神
社
近
く
の

竹
や
ぶ
を
モ
チ
ー
フ
に
描
き

ま
し
た
。
小
さ
い
時
か
ら
絵

を
描
く
こ
と
が
大
好
き
で
、

今
回
初
め
て
受
賞
で
き
て
大

変
う
れ
し
い
で
す
。

奨
励
賞　
小
堀　
　

浩
さ
ん

　

会
社
を
定
年
退
職
し
て
か

ら
始
め
た
絵
。
10
年
に
な
り

ま
す
。
地
元
の
人
に
し
か
わ

か
ら
な
い
、
偶
然
見
つ
け
た

場
所
で
し
た
。
季
節
感
を
出

し
た
く
て
、
う
す
ぼ
ん
や
り

と
し
た
絵
を
描
き
ま
し
た
。

た
。
谷
本
知
事
も
お
祝
い
に
駆
け
つ

け
、「
21
世
紀
は
心
の
豊
か
さ
を
求

め
る
時
代
と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
後

も
こ
の
美
術
展
が
大
い
に
発
展
し
て

ほ
し
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。



西
山
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン　

 

好
評
予
約
受
付
中

　

西
山
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
第
１
工
区
（
55
区
画
）
の
予
約
受
付
を
９
月
よ
り
開
始

し
て
お
り
ま
す
が
、
10
月
末
現
在
で
50
区
画
の
予
約
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

空
区
画
が
残
り
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
お
早
め
に
お

問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
西
山
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
概
要
◇

●
所
在
地
／
志
賀
町
末
吉
西
山
地
内

（
工
事
完
成
後
、
字
名
が
変
更
と
な
り
ま
す
。）

●
分
譲
数
／
第
１
工
区　

55
区
画
、

　
　
　
　
　

第
２
工
区　

34
区
画

（
第
２
工
区
は
来
年
度
、
造
成
工
事
に
着
手
し
ま
す
。）

●
住
宅
地
規
模
／
１
区
画

　
　
　
　
　
　
　

約
82
坪
〜
149
坪

　
　◇
奨
励
金
制
度
◇

　

土
地
購
入
奨
励
金　
※
最
大
100
万
円

※
定
住
者
の
年
齢
及
び
居
住
人
数
等
の
条
件

　

に
よ
り
奨
励
金
の
額
が
異
な
り
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先
◇

　

志
賀
町
役
場　

建
設
課

　

西
山
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
予
約
受
付
係

　

☎
32 - 

１
１
１
１

　

http://w
w
w
.tow
n.shika.lg.jp/

　　町道末吉西山線沿いの約 7ｍの緑道には、植栽のほか、遊歩道や
　小広場、ベンチなどが設置され散歩などを楽しめる空間となります。

■植栽・遊歩道イメージ

■植栽・小広場イメージ

■ベンチイメージ

■四阿イメージ

環
境
に
・
生
活
に
・
住
む
人
々
の
心
に
や
さ
し
い
ま
ち

完成イメージ



　10月29日（水）に、特別養護老人ホームはま
なす園で100歳を迎えた高出はなさんに祝い状
と花束が贈られました。
　細川町長が「元気で長生きしてくださいね」と
声をかけました。
　高出さんは、80歳頃まで葉タバコづくりをし
たり農作業をしたりと忙しい生活の中９人の子ど
もを育てました。
　当日は、子や孫もお祝い
に駆けつけ、元気で100歳
を迎えられたことに喜びを
分かち合いました。

　
なす
と花

１００歳おめでとうございます

　航行する船舶が場所を識別する目印となる灯台
の監視に長年協力してきたとして、県漁協西海支
所と同支所西浦出張所が海上保安庁から11月４
日（火）に感謝状が贈られました。
　金沢海上保安部の山岡部長が「今後も海上保安
部と歩調を合わせて保全確保に努めていただきた
い」と木村豊男西海支所運営副委員長と小林稔西
海支所参事に感謝状と盾を手渡しました。

　11月３日（祝）に志賀町文化ホールで町功労者
の表彰式が行われました。今回受賞されたのは、
自治功労に泉　貢さん（豊後名）、産業功労に藤江
外夫さん（大島）、同じく産業功労に高山豊次さん
（代田）、教育功労に吉野　勉さん（矢駄）が選ば
れました。
　受賞された皆さんの功績は次のとおりです。
◇泉　　貢さん　町議を24年１カ月務められ、
議長などを歴任し住民福祉の向上や産業振興に
尽力されました。
◇藤江外夫さん　農業団体の役員を務められ、町
特産のスイカや能登金時栽培の先駆者として、
志賀ブランドを確立されました。
◇高山豊次さん　町土地改良区理事や総括監事を
長年務められ、地域農業の近代化に貢献されま
した。
◇吉野　勉さん　長年町教育委員を務め、教育委
員長を歴任。公民館活動や少年補導員としても
功績を残されました。

　1
の表
自治

町の功労者が決まる

船舶が安全に航行するために守っていく



　11月22日から宮崎県でJOCジュニアオリン
ピックカップ2008全日本卓球選手権大会が行
われます。
　この大会のカデットの部に出場する志賀中の生
徒３人が12日（水）に役場を訪れ、青山教育長に
健闘を誓いました。
　出場するのは、中島衿香さん（２年）、國部絵梨
さん（１年）、板尾佳歩さん（１年）です。女子14
歳以下シングルに中島さん、同13歳以下シング
ルスに國部さん、女子ダブルスに國部さん、板尾
さんが出場します。
　中島さんは「悔いの残らないように試合をした
い」と話しました。

オリンピック目指して

　志賀原発で事故発生を想定した訓練が11月
14日（金）に県志賀オフサイトセンター周辺で行
われました。訓練は２年に一度行われる大規模な
もので、原子力安全・保安院や自衛隊など、90
機関から1,000人と住民2,500人が参加しまし
た。
　国、県、町はオフサイトセンターに災害対策本
部を設置し、各機能班ごとに分かれ、情報収集に
あたり、テレビ電話を使った対策会議を実施しま
した。
　また、赤住や福浦、小浦地区の住民を避難所に
誘導し汚染検査などが行われました。
　発電所内では環境放射線の測定や化学消防隊に
よる放水訓練をしました。

　11月15日（土）に第24回加能作次郎文学賞
の表彰式が志賀町富来活性化センターで行われま
した。
　文学賞を受賞したのは、中学生の部で山口友莉
さん（志賀中３年）と高校生の部で石垣翔太さん
（七尾高校２年）たち６名です。
　作次郎の会会長の大野堯

ぎょう

さんが「日本語がおろ
そかになってきているが、言葉を大切にし、上手
に使う努力を今後も続けてください」とあいさつ
し、賞状と副賞を手渡しました。また、細川町長、
石田県議が祝辞を贈り、受賞者を代表して、山口
さんが「応募する機会を与えてくれた先生や見
守ってくれた家族に感謝しています」と謝辞を述
べました。

文章にすれば思いは伝わる

　志賀
14日（
われま

原発で防災訓練



◎
12
月
３
日（
水
）　

　

Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
放
送
【
開
始
】

◎
12
月
18
日（
木
）　

　

ア
ナ
ロ
グ
無
線
放
送
【
終
了
】

①
12
月
３
日
か
ら
18
日
ま
で
は
、
右
記
の
と
お
り
放
送
が
重
な
り
ま
す
の
で
、

　

個
別
受
信
機
の
電
源
を
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
し
、
乾
電
池
を
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

②
屋
外
の
子
局（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）か
ら
は
、

　

今
ま
で
ど
お
り
の
放
送
を
行
い
ま
す
。

※
個
別
受
信
機
の
回
収
に
つ
い
て
は
、

　

後
ほ
ど
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
ア
ナ
ロ
グ
無
線
放
送
は
12
月
18
日（
木
）に
終
了
し
ま
す 

】

　

現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
無
線
放
送
は
Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
放
送
に
左
記
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
移
行
し
ま
す
。

【IP 音声告知端末】

防
災
行
政
放
送
が
変
わ
り
ま
す
！

防
災
行
政
放
送
が
変
わ
り
ま
す
！

　

住
宅
・
店
舗
の
新
築
・
改
築
等
に
よ
り
、
一

度
設
置
し
た
Ｏ
Ｎ
Ｕ
（
オ
ー
エ
ヌ
ユ
ー
）、
Ｉ

Ｐ
音
声
告
知
端
末
等
を
移
設
す
る
場
合
は
、
次

の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
Ｏ
Ｎ
Ｕ

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
収
容
し
て
い
る

た
め
、
移
設
す
る
時
は
事
前
に
情
報
推
進
課
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
町
が
有
料
で
移
設

工
事
を
行
い
ま
す
。

②
Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
端
末

　

現
在
、
接
続
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
の
範
囲

内
で
の
移
動
は
で
き
ま
す
が
、
既
存
ケ
ー
ブ
ル

で
届
か
な
い
と
こ
ろ
へ
の
移
設
は
、
事
前
に
情

報
推
進
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
町
が

有
料
で
移
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

取
り
付
け
た
機
器
の
場
所
を

　

変
え
た
い

　

共
同
ア
ン
テ
ナ
組
合
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
に
よ
り
Ｂ
Ｓ
衛
星

放
送
が
ご
覧
に
な
れ
な
く
な
っ
た
方
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
受
信
料
契
約
の
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
左
記
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ　
（
０
１
２
０
‐
１
５
１
５
１
５
）

　

Ｂ
Ｓ
を
見
な
く
な
っ
た

■
町
内
Ｉ
Ｐ
電
話
の
か
け
方

　

町
内
Ｉ
Ｐ
電
話
加
入
者
間
で
は
、
最
初
に

「
８
」
を
付
け
て
、
今
ま
で
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
話

番
号
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
ロ
ロ
ー
ン
」
と
音

が
し
て
か
ら
「
プ
ル
ル
ル
」
と
か
か
り
ま
す
。

　

町
内
無
料
電
話
の
か
け
方
は

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
ご
利
用
の
方
で
、
Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
端
末
に
電

話
機
を
接
続
す
る
と
、
電
話
番
号
が
表
示
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
際
は
情
報
推
進
課
（
３
２-

９
２
６
１

ま
た
は
３
２-

９
９
９
９
）
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が

　

表
示
さ
れ
な
い

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
ご
契
約
の
方

で
、
域
外
Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
し
込

み
を
し
た
場
合
、
通
常
の
電
話
発
信
は
通
話
料

金
が
お
得
な
域
外
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
の
発
信
と
な

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
着
信
側
で
は
「
０
５
０

‐
×
×
×
×
‐
×
×
×
×
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
金
沢
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

http://w
w
w
.kanazaw

acatv.jp/

　

域
外
Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い
て

Ｆｉｂｅｒ　Ｔｏ　Ｔｈｅ　Ｈｏｍｅ　街がときめくＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｅｅｅｅｅｅｅｅｒｒｒｒｒｒｒｒ　ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴｏｏｏｏｏｏｏｏ　ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｅｅｅｅｅｅｅｅ　ＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨｏｏｏｏｏｏｏｏｍｍｍｍｍｍｍｍｅｅｅｅｅｅｅｅ　街街街街街街街街街街街街がががががががががががとととととととととときききききききききききめめめめめめめめめめくくくくくくくくくくくく光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光のネットワークののののののののののネネネネネネネネネネッッッッッッッッットトトトトトトトトトワワワワワワワワワワーーククククククククククク

　防災行政放送を聞くには、
IP 音声告知端末の設置が必
要となります。防災上の観点
から、未設置の世帯は、ケー
ブルテレビ加入申込書の提出
をお願いします。



曜日 月・水・金 火・木 土・日
時間 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容
6：00 健康フェア ますほ保育園稲刈り 原子力防災訓練

文字放送 文字放送 文字放送
7：00 「ｅ－Ｔａｘ」について たっだ志賀町 しかまち情報番組

文字放送 文字放送 文字放送
8：00 原子力防災訓練 しかまち情報番組 第10回子供太鼓打競技会富来大会（前編）文字放送 文字放送
9：00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 第10回子供太鼓打競技会富来大会（後編）
10：00 ますほ保育園稲刈り 第10回子供太鼓打競技会富来大会（前編） 「ｅ－Ｔａｘ」について

文字放送 文字放送
11：00 たっだ志賀町 第10回子供太鼓打競技会富来大会（後編） 健康フェア

文字放送 文字放送
12：00 しかまち情報番組 健康フェア たっだ志賀町

文字放送 文字放送 文字放送
13：00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース
14：00 健康フェア 「ｅ－Ｔａｘ」について ますほ保育園稲刈り

文字放送 文字放送 文字放送
14：45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより
15：00 第10回子供太鼓打競技会富来大会（前編） 原子力防災訓練 「ｅ－Ｔａｘ」について

文字放送 文字放送
16：00 第10回子供太鼓打競技会富来大会（後編） ますほ保育園稲刈り 原子力防災訓練

文字放送 文字放送
17：00 「ｅ－Ｔａｘ」について 第10回子供太鼓打競技会富来大会（前編） たっだ志賀町

文字放送 文字放送
18：00 原子力防災訓練 第10回子供太鼓打競技会富来大会（後編） しかまち情報番組

文字放送 文字放送
19：00 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

文字放送 文字放送 文字放送
19：30 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース
20：30 文字放送 文字放送 文字放送
20：45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより
21：00 しかまち情報番組 たっだ志賀町 保育園発表会文字放送 文字放送
22：00 第10回子供太鼓打競技会富来大会（前編） しかまち情報番組 保育園発表会文字放送
23：00

第10回子供太鼓打競技会富来大会（後編）
健康フェア

保育園発表会文字放送
北陸電力志賀原だより

24：00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース
25：00 終了 終了 終了

※都合により、放送内容を一部変更することがあります

【健康フェア】　10/26
健康ウォークや健康講演会の
ほか、健康に関する様々な
コーナーがありました。

【たっだ志賀町】
志賀町の各種スポーツイベント
にお邪魔しました。

【第10回子供太鼓打競技会富来大会】
　8/30

10回目の節目を迎えた今大会は、町内を始
め能登全域から小中学生94組が出場しまし
た。子供たちは、日頃の練習の成果を元気いっ
ぱいに披露しました。

【原子力防災訓練】　11/14
防災行政無線、広報車などによる広報訓
練や町内の各所で緊急時モニタリング訓
練が行われました。

【保育園発表会】
町内保育園で昨年行わ
れた発表会の様子を放
送します。

12月　しかチャンネル番組ガイド



能登半島地震により被害を受けられた皆様方へ

　雑損控除申告説明会の開催予定について
　今回の説明会は、能登半島地震により被害を受けられた方で、昨年の確定申告時にやむを得ない理由（修
繕工事が完了しなかった等）により雑損控除を受けられなかった方の確定申告に向けた雑損控除額の具体的
な計算が中心となりますので、申告予定の方は、必ず参加下さいますようお願い致します。
　なお、持参書類等の説明会に関する詳細については平成21年1月発行予定の「広報しか1月号」にてご案
内します。

開催予定日 予定時間 予定場所

平成21年1月27日（火）
午前 9時30分～12時 富来活性化センター 1階 大ホール
午後 2時～4時30分 志賀町役場 1階 大会議室

　障害者控除を受けるための「認定書」を発行します
　平成20年12月31日現在65歳以上の要介護認定等を受けている方について、寝たきり状態や認知症など、
精神上又は身体上の障害の程度が一定の要件に該当する方は、障害者に準ずるものとして発行される「障害
者控除対象者認定書」によって確定申告等において障害者控除を受けることができます。
　また、昨年受けた認定書は本年も使用することができます。

申 請 期 限 平成21年1月30日（金）まで

申 請 場 所 役場健康福祉課　介護保険係（℡ 32-9112）
富　来　支　所　総合窓口係（℡ 42-1111）

必要なもの 印鑑
そ の 他 手数料は無料、認定書は後日郵送

e-Taxを利用して所得税の申告をすると…
最高5,000円の税額控除を受けることができます。
　本人の電子署名と電子証明書を付して、e-Taxで申告期限内に申告する場合は、最高5,000
円の税額控除が受けられます（平成19年分で控除を受けた方は受けられません。）。

添付書類の提出又は提示を省略できます。
　源泉徴収票や医療費の領収書などの記載内容を入力して送信することで、書類の提出又は提
示を省略できます（確定申告期限から3年間、書類の提出又は提示を求められることがあります。）。

還付金を早く受け取ることができます。
　e-Taxで申告された還付申告は早期処理しています（3週間程度に短縮。）。

手続きの詳細については、e-Tax ホームページへ

www.e-tax.nta.go.jp

その 1

その２

その 3

確定申告は、インターネットを使って「e-Tax」からラクラク申告！



寒くなってきました

内 容 実 施 日 対 象 場所

ヵ月児 月 日（木） 平成 年 月生まれ 志

歳児 月 日（木） 平成 年 月生まれ 志

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】乳乳幼幼児児健健康康診診査査乳幼児健康診査

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すくすく
子育て相談

月 日（木）

乳幼児の
お子さんと
お母さん
どなたでも

志

月 日（木） 志

げんキッズ広場 毎週火 金曜日
（祝日は除く）

志

ゆう遊クラブ
月 日（火） 志

月 日（火） 富

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すすくくすすくく子子育育ててすくすく子育て

すくすく子育て相談を希望の人は、事前に相談内容をご連絡ください。

内 容 実 施 日 対 象 場所

予防接種 月 日（木） カ月健診受診時
生後 カ月未満 志

ポリオ予防接種 月 日（水） カ月健診受診後
歳 カ月未満 志

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】予予 防防 接接 種種予 防 接 種

内 容 実 施 日 時 間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日
（祝日は除く） 志

こころの健康相談 月 日（金） 志

内 容 実 施 日 時 間 場所

【対象者】どなたでも健健 康康 相相 談談健 康 相 談

【対象者】 歳以上の人介介 護護 予予 防防介 護 予 防

内 容 実 施 日 時 間 場所

歯ッピー
かむかむ教室

月 日（火） 酒見構造改善
センター

月 日（木） 能登富士ふれあい
文化センター

月 日（火） 稲敷集会所

内 容 実 施 日 時 間 場所

こころの健康相談は、 週間前までに予約が必要です。

内 容 実 施 日 時 間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日
（祝日は除く）

と

毎週金曜日
（祝日は除く）

志

内 容 実 施 日 時 間 場所

機機 能能 訓訓 練練機 能 訓 練
【対象者】脳卒中後遺症者等で日常

生活が概ね自立している人

介護認定を受けている人は対象とはなりません。
初めての人は、事前に保健福祉センターまでご相談ください。



運動の前後にストレッチを!!運動の前後にストレッチを!!

　

10
月
26
日
（
日
）
に
、
文
化
ホ
ー

ル
及
び
志
賀
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
第
４
回
志
賀
町
健
康

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。『
健

康
は
歩
く
こ
と
か
ら
』
を
テ
ー
マ
と

し
た
健
康
ウ
ォ
ー
ク
や
、
健
康
講
演

会
、
各
種
コ
ー
ナ
ー
を
と
お
し
、
健

康
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

健
康
講
演
会
で
は
、
公
立
能
登
総

合
病
院
精
神
セ
ン
タ
ー
の
西
村
正
史

先
生
が「
健
康
と
ス
ト
レ
ス
」を
テ
ー

マ
に
心
の
健
康
に
つ
い
て
お
話
し
さ

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
歯
科
検
診
や

骨
年
齢
測
定
、
体
脂
肪
測
定
な
ど
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
や
、
ア
ロ

マ
セ
ラ
ピ
ー
や
、

整
体
な
ど
の
癒

し
を
体
験
す
る

コ
ー
ナ
ー
に
参

加
者
が
集
ま
り

ま
し
た
。 

れ
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
が
要
因
と
な

る
「
う
つ
」
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
、
会
場
も
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普
通
の
か

ぜ
と
は
異
な
り
、
頭
痛
や
関
節
痛
、

筋
肉
痛
が
激
し
く
、
突
然
40
度
近
い

熱
が
３
〜
４
日
ほ
ど
続
き
ま
す
。
特

に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
お
い
て
は
、

気
管
支
炎
や
肺
炎
を
合
併
し
、
重
症

化
し
た
り
死
亡
し
た
り
す
る
確
率
が

高
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

予
防
の
基
本
は
、
流
行
前
に
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
。
外
出
時
の
マ

ス
ク
や
帰
宅
時
の
う
が
い
、
手
洗
い

は
、
普
通
の
か
ぜ
の
予
防
と
併
せ
て

お
勧
め
し
ま
す
。

《イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
》

【
対
象
者
】

・
満
65
歳
以
上
の
方

・
満
60
〜
65
歳
未
満
の
方
で
、心
臓
・

腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
方

　

た
だ
し
、
接
種
を
受
け
る
義
務
は

な
く
、
本
人
の
意
思
が
確
認
で
き
な

い
場
合
や
接
種
を
希
望
し
な
い
方
は

接
種
で
き
ま
せ
ん
。

【
接
種
期
間
】

　

平
成
20
年
12
月
27
日（
土
）
ま
で

【
接
種
方
法
】

　

お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
交
付

さ
れ
た
接
種
券
・
予
診
票
（
表
裏
１

枚
）、
健
康
手
帳
を
持
ち
、
説
明
書

を
読
ん
で
、
接
種
協
力
医
療
機
関
に

て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
の
方
に
は
事
前
に
「
接
種
券
・

予
診
票
・
説
明
書
」
を
配
布
し
て
あ
り
ま
す
。

【
自
己
負
担
】
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

志
賀
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
３
３
９

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　運動の前後にはストレッチを行いましょう。特に高齢者は筋
力だけでなく、筋肉や腱、靭帯の柔軟性も低下してきます。運
動の前後に行えば、体の柔軟性を高め、ケガも防いでくれます。
ストレッチを行なう時には左記のポイントに注意しましょう。

＊体を温めてから行う
＊息をゆっくりと吐きながら
＊反動をつけずにゆっくりと
＊伸ばす筋肉を意識しながら
＊痛みを感じるか、感じない
　程度でやめる

①首の体操：
　首周辺の筋肉をほぐします。
　・首を前後、左右に倒します。
　・左右、横を向きます。
　・大きく左右に回します。
　　ゆっくりと各10回ずつ行います。②肩の体操：

　肩の筋肉をほぐします。
　肩こりなどに効果的です。
　肩を上にあげ、両肩を同時にキュッ
　とすぼめ、スッと力を抜きながら下
　におろします。10回行います。

③腰背部のストレッチ：
　お尻からの筋肉を伸ばします。
　仰向けに寝て、片膝を抱え込み
　胸のほうへ引きつけます。
　左右20秒ずつおこないます。

④足部のストレッチ：
　ふくらはぎとアキレス腱を伸ばします。
　椅子の後ろに立ち、足を前後に開きます。
　前の足を徐々に曲げ、後ろの足はかかとを
　つけます。膝は伸ばしたままにします。
　ゆっくりと左右とも30秒ずつ伸ばします。

⑤股関節のストレッチ：
　股関節内側、背部の筋を伸ばします。　
　あぐらを組んでかかとを体に引きつけます。
　背中をゆっくりと前に曲げます。

　

第
４
回
健
康
フ
ェ
ア
開
催
！

第
４
回
健
康
フ
ェ
ア
開
催
！

第 ８ 号





Ｑ
１
：
夫
と
離
婚
し
た
時
に
、
子
ど
も
は
私
が
育
て

る
こ
と
に
し
て
私
が
親
権
者
と
な
り
ま
し
た
。
養

育
費
に
つ
い
て
は
、
特
に
取
り
決
め
も
せ
ず
も

ら
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
離
婚
し
て
５
年
以
上

経
ち
ま
す
が
、
最
近
に
な
り
職
場
の
都
合
で
収
入

が
減
り
、
子
ど
も
の
教
育
費
に
も
お
金
が
か
か
る

た
め
、
別
れ
た
夫
か
ら
養
育
費
を
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
も
ら
え
ま
す
か
。

Ａ
：
子
ど
も
の
監
護
養
育
の
た
め
の
費
用
は
、
両
親

が
そ
の
収
入
等
に
応
じ
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
あ
り
、
離
婚
の
際
に
取
り
決
め
を
し

な
く
て
も
、
子
ど
も
が
自
分
で
生
活
で
き
る
ま
で

は
、
他
方
の
親
に
分
担
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
ず
は
、
話
し
合
い
に
よ
っ
て
必
要
な
金
額

を
決
め
、
話
し
合
い
で
は
金
額
が
決
ま
ら
な
か
っ

た
り
、
話
し
合
い
が
困
難
な
場
合
に
は
、
家
庭
裁

判
所
に
調
停
を
申
し
立
て
、
最
終
的
に
は
裁
判
所

に
決
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１　

養
育
費

　
　

養
育
費
は
、
子
ど
も
の
監
護
養
育
に
必
要
な
費

用
で
す
。
離
婚
し
て
も
親
と
し
て
子
ど
も
を
扶
養

す
る
義
務
は
影
響
を
受
け
な
い
た
め
、
子
ど
も
が

親
と
同
じ
程
度
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
費
用
を

負
担
す
る
義
務
を
負
い
ま
す
。
親
が
離
婚
す
る
場

合
に
は
、
子
ど
も
の
養
育
費
を
、
誰
が
、
ど
れ
だ

け
負
担
す
る
か
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
養
育
費
の

負
担
に
つ
い
て
は
、
離
婚
の
際
に
「
子
の
監
護
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
」
と
し
て
、
父
母
が
協
議
し
、

協
議
が
成
立
し
な
か
っ
た
り
、
協
議
が
で
き
な
い

と
き
に
は
、
家
庭
裁
判
所
に
調
停
ま
た
は
審
判
を

申
し
立
て
て
、
最
終
的
に
は
家
庭
裁
判
所
が
定
め

ま
す
。
通
常
、
離
婚
の
手
続
に
お
い
て
話
し
合
い

が
な
さ
れ
ま
す
が
、
離
婚
の
際
に
定
め
な
く
て
も
、

離
婚
後
、
必
要
に
な
っ
た
時
点
で
、
同
様
に
養
育

費
の
支
払
い
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
子
ど

も
が
成
人
す
る
ま
で
、
特
に
金
額
や
時
間
に
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。

２　

養
育
費
請
求
の
た
め
の
手
続
き

　
　

養
育
費
の
負
担
に
つ
い
て
、
協
議
が
成
立
し
な

か
っ
た
り
、
協
議
が
で
き
な
い
と
き
に
は
、
家
庭

裁
判
所
に
調
停
ま
た
は
審
判
を
申
し
立
て
ま
す
。

他
の
手
続
き
同
様
、
調
停
が
成
立
し
な
け
れ
ば
自

動
的
に
審
判
に
移
行
し
ま
す
の
で
、
さ
し
あ
た
り

調
停
の
申
立
て
を
す
れ
ば
十
分
で
す
。

３　

離
婚
成
立
前
の
養
育
費
の
請
求

　
　

通
常
の
夫
婦
は
、
婚
姻
費
用
の
分
担
と
し
て
、

生
活
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
婚
姻
費
用
の
中
に
子
ど
も
の
養
育
費
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
離
婚
成
立
前
に
、
別

居
し
て
い
る
夫
婦
の
子
ど
も
の
養
育
費
は
、
婚
姻

費
用
の
分
担
と
し
て
、
子
ど
も
と
暮
ら
し
て
い
な

い
他
方
の
親
に
支
払
い
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
手
続
と
し
て
は
、
家
庭
裁
判
所
に
婚
姻
費
用

の
分
担
の
調
停
ま
た
は
審
判
の
申
立
て
を
し
ま
す
。

養
育
費
の
金
額

Ｑ
２
：
養
育
費
に
つ
い
て
調
停
を
申
立
て
た
場
合
、

裁
判
所
で
は
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
養
育
費
を
も
ら
え

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
。
相
手
の
収
入
よ
り
、

自
分
の
方
が
高
い
場
合
に
は
、
養
育
費
を
も
ら
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

離
婚
に
伴
う
子
ど
も
を
巡
る
諸
問
題(

そ
の
４)

　
　國田　武二郎（堀松出身）

　東京地検、名古屋地検、横浜地検、岡山地検、福井地検等で捜査・
公判検事として財政・経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力
事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、交通事犯など数多
くの事件を担当。仙台高等検察庁検事として若手検事の指導育成に
もあたる。平成15年６月、愛知県弁護士会に弁護士登録。あすな
ろ法律事務所という名称で法律事務所を開設し、弁護士として活動。
また、愛知学院大学法科大学院特任教授として法科大学院で教鞭を
取っている。平成20年から愛知・三重両県の産業保険推進センター
産業保健相談員、年金記録確認愛知地方第三者委員に就任、その他、
愛知県警察学校で講師。



Ａ
：
養
育
費
の
金
額
は
、
子
ど
も
を
監
護
し
て
い
る

親
（
監
護
親
）
と
子
ど
も
を
監
護
し
て
い
な
い
親

（
非
監
護
親
）
の
収
入
、
生
活
状
況
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
最
近
は
、
家
庭
裁
判
所
裁
判
官
な
ど
が

養
育
費
の
算
定
基
準
を
作
成
し
、
裁
判
所
で
養
育

費
を
決
め
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
基
準

に
従
っ
て
定
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
算
定
基
準
で
は
、

養
育
費
の
請
求
を
す
る
人
よ
り
、
請
求
さ
れ
た
相

手
の
収
入
が
低
く
て
も
、
相
手
の
養
育
費
の
支
払

い
義
務
は
免
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
相
手
の
収
入
よ
り
高
く
て
も
、
養
育

費
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１　

養
育
費
の
金
額

　
　

養
育
費
の
金
額
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

審
判
な
ど
の
際
に
は
、
裁
判
所
は
諸
事
情
を
総
合

し
て
考
慮
し
、
裁
量
に
よ
っ
て
適
正
な
金
額
を
定

め
て
い
ま
し
た
。
２
０
０
３
年
に
、
東
京
・
大
阪

養
育
費
等
研
究
会
に
よ
る
「
簡
易
迅
速
な
養
育
費

等
の
算
定
を
目
指
し
て
ー
養
育
費
・
婚
姻
費
用
の

算
定
方
式
と
算
定
表
の
提
案
―
」
が
公
表
さ
れ
、

現
在
は
、
原
則
と
し
て
、
こ
の
養
育
費
・
婚
姻
費

用
の
算
定
方
式
・
算
定
表
に
基
づ
い
て
養
育
費
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
養
育
費
の
算
定
表
と
算
定

表
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
、
東
京
家
庭
裁
判
所
の

下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

  h
ttp
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養
育
費
は
い
つ
ま
で
も
ら
え
る
か

Ｑ
３
：
離
婚
の
際
の
協
議
で
、
私
が
子
ど
も
を
育
て
、

夫
か
ら
子
ど
も
が
２
０
歳
に
な
る
ま
で
養
育
費
を

支
払
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
合
意
し
ま
し
た
。
そ
の

後
子
ど
も
は
大
学
に
入
学
し
、
卒
業
す
る
ま
で
は

学
費
が
必
要
と
な
り
、
別
れ
た
夫
か
ら
卒
業
す
る

ま
で
は
養
育
費
を
支
払
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
可
能
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
別
れ
た
夫
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
大
学
卒
業

（
通
常
は
22
歳
）
ま
で
の
養
育
費
を
支
払
っ
て
も
ら

う
こ
と
は
可
能
で
す
。
し
か
し
、
話
し
合
い
の
結

果
、
合
意
に
至
ら
な
い
場
合
に
裁
判
所
の
審
判
で

大
学
卒
業
ま
で
の
養
育
費
の
支
払
い
が
認
め
ら
れ

る
か
ど
う
か
は
、
個
々
の
事
情
に
よ
り
異
な
っ
て

き
ま
す
。
一
般
的
に
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
相
手
の
生
活
状
況
な
ど
に
よ
っ

て
は
、
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

１　

成
年
に
達
し
た
子
ど
も
の
養
育
費

　
　

本
来
養
育
費
は
、
独
力
で
生
活
で
き
な
い
子
ど

も
を
監
護
・
養
育
す
る
た
め
の
費
用
で
あ
り
、
子

ど
も
の
養
育
費
の
支
払
い
を
請
求
で
き
る
の
は
、

原
則
と
し
て
子
ど
も
が
成
年
に
達
す
る
ま
で
で

す
。
し
か
し
二
十
歳
未
満
の
子
ど
も
で
も
、
義
務

教
育
終
了
後
、
す
で
に
働
い
て
経
済
的
に
自
立
し

て
い
る
場
合
に
は
養
育
費
の
負
担
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
他
方
、
成
年
に
達
し
た
子
ど
も
に
つ
い
て

も
、
親
に
養
育
費
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
や
む

を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
例
外
的
に
養

育
費
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

こ
の
よ
う
な
や
む
を
得
な
い
事
情
が
認
め
ら
れ

る
場
合
と
し
て
は
、
病
気
や
心
身
の
障
害
の
た
め

に
自
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
の
治
療
費

や
生
活
費
、
実
際
に
大
学
や
専
門
学
校
に
在
学
し

て
い
て
、
働
き
な
が
ら
で
は
学
業
の
継
続
が
困
難

で
あ
る
場
合
が
あ
た
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
そ
の

学
資
や
生
活
費
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

２　

大
学
生
の
養
育
費

　
　

四
年
制
大
学
に
進
学
し
た
成
年
に
達
し
た
子
ど

も
の
学
費
・
生
活
費
も
養
育
費
と
し
て
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
に
つ
い
て
は
、「
四
年
制
大

学
へ
の
進
学
率
が
相
当
高
い
割
合
に
達
し
て
お
り
、

か
つ
、
大
学
に
お
け
る
高
等
教
育
を
受
け
た
か
否

か
が
就
職
の
類
型
的
差
異
に
つ
な
が
っ
て
い
る
現

状
に
お
い
て
は
、
子
が
義
務
教
育
に
引
き
続
き
高

等
学
校
、
そ
し
て
引
き
続
い
て
四
年
制
の
大
学
に

進
学
し
て
い
る
場
合
、
二
十
歳
に
達
し
た
後
も
当

該
大
学
の
学
業
を
続
け
る
た
め
、
そ
の
生
活
時
間

を
優
先
的
に
勉
学
に
充
て
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、
そ
の
学
費
・
生
活
費
に
不
足
を
生
ず

る
こ
と
が
あ
り
得
る
の
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
足
が
現
実
に

生
じ
た
場
合
、
当
該
子
が
、
卒
業
す
べ
き
年
齢
時

ま
で
、
そ
の
不
足
す
る
学
費
・
生
活
費
を
ど
の
よ

う
に
調
達
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
不
足
す

る
額
、
不
足
す
る
に
至
っ
た
経
緯
、
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
報
奨
金
（
給
与
金
の
み
な
ら
ず
、
貸
与

金
を
含
む
）
の
種
類
、
そ
の
金
額
、
支
給
（
貸
与
）

の
時
期
、
方
法
等
、
い
わ
ゆ
る
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ

る
収
入
の
有
無
、
見
込
み
、
そ
の
金
額
等
、
奨
学

団
体
以
外
か
ら
そ
の
学
費
の
貸
与
を
受
け
る
可
能

性
の
有
無
、
親
の
資
力
、
親
の
当
該
子
の
四
年
制

大
学
進
学
に
関
す
る
意
向
そ
の
他
の
当
該
子
の
学

業
継
続
に
関
連
す
る
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
た
上

で
、
そ
の
調
達
の
方
法
ひ
い
て
は
親
か
ら
の
扶
養

の
要
否
を
論
じ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
子

が
成
人
に
達
し
、
か
つ
、
健
康
で
あ
る
こ
と
の
一

事
を
も
っ
て
直
ち
に
、
そ
の
子
が
要
扶
養
状
態
に

な
い
と
断
定
す
る
こ
と
が
相
当
で
は
な
い
」
と
し

た
判
例
が
参
考
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
養
育
費
と
し
て
請
求
可
能
で
す
。



母
子
自
立
支
援
相
談

母
子
自
立
支
援
相
談

母
子
家
庭
の
方
々
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。く
ら
し
の
こ
と
、
子
ど
も
の

こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就
職
の
こ
と

な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と

き

月

日（
木
）

午
前

時

午
後

時

毎
月
第

木
曜
日

と
こ
ろ

役
場
相
談
室

お
問
い
合
せ
先

子
育
て
支
援
課

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

石
川（
キ
ャ
プ
ネ
ッ

ト
石
川
）

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

虐
待
か
な
？

子
育
て
が
つ
ら
い

と
思
っ
た
ら
、お
電
話
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、

ひ
と
り
で
頑
張
り
す
ぎ
な
い
で
、一

子育て相談 地域子育て支援センター（志賀町乳幼児保育園内）子育て相談

総
合
相
談
（
無
料
）

総
合
相
談
（
無
料
）

総
合
相
談
所
を
町
内

カ
所
で
開

設
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

月
の
相
談
日
は
人
権
週
間
に
合

わ
せ
て
両
地
域
と
も

月

日（
金
）

に
開
設
し
ま
す
。

相
談
員

行
政
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、民
生
・
児
童
委
員
、司
法
書

士
の
方
々
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

《
志
賀
地
域
》

と

き

月

日（
金
）

午
前

時

午
後

時

と
こ
ろ

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

階

お
問
い
合
せ
先

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

《
富
来
地
域
》

と

き

月

日（
金
）

午
前

時

午
後

時

と
こ
ろ

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー

階

お
問
い
合
せ
先

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
富
来
支
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

と

き

月

日
（
水
）

午
後

時

時

分

と
こ
ろ

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
せ
先

商
工
観
光
課

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

と

き

毎
週
木
曜
日（
祝
・
祭
日
は
除
く
）

午
後

時

分

時

と
こ
ろ

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

階
フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾

相
談
料

分
以
内

千
円

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合

は
相
談
無
料
で
す
。

ク
レ
サ
ラ

相
談

負
担
が
困
難
な
方
で
法

律
扶
助
資
力
基
準
に
該
当
す
る
方
。

相
談
希
望
者
は
相
談
日
前
日
午
後

時
ま
で
に
金
沢
弁
護
士
会
（）

へ

電
話
予
約
く
だ
さ
い（
先
着

名
）。

聴
覚
障
害
者
の
皆
様
へ

聴
覚
障
害
者
の
皆
様
へ

に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

役
場
健
康
福
祉
課
窓
口

第

・
第
（
木
曜
日
）

午
前

時

時（

・

）

第

・
第
（
木
曜
日
）

午
後

時

時（

・

）

富
来
支
所
総
合
窓
口

第

・
第
（
水
曜
日
）

午
後

時

時（

・

）

緒
に
考
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い

と
、

（
特
）子
ど
も
の
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
石
川（
通
称

キ
ャ
プ
ネ
ッ
ト
石
川
）
が
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。ご
相
談
に
は
、研
修

を
経
た
女
性
相
談
員
が
対
応
し
て
い

ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子
育
て
虐
待
防
止
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

キ
ャ
プ
ネ
ッ
ト
石
川

毎
週
木
曜
日
と
土
曜
日
の

午
前

時
か
ら
午
後

時

た
だ
し
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年
始
は
除
き
ま
す
。

全
国
子
育
て
虐
待
防
止
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

午
前

時
か
ら
午
後

時

た
だ
し
、一
部
地
域
を
除
き
日
曜
祝
日
は
お
休
み
で
す
。

国民健康保険税、固定
資産税の納期限は 月
日（木）までです。

ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い
情
報

料
理
を
と
お
し
て
、
ご
み
を
出
さ

な
い
工
夫
や
出
た
ご
み
の
分
別
の
仕

方
を
学
ぶ
。

と

き

月

日（
日
）

午
前

時

分

定

員

人

参
加
費

円

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、箸

講

師

室
谷

加
代
子
氏

古
着
を
使
っ
て
小
物
を
作
り
、
ご

み
を
出
さ
な
い
工
夫
と
布
の
有
効
利
用

と

き

月

日（
土
）

午
前

時

定

員

人

参
加
費

円

持
ち
物

の
布

枚
、

裁
縫
道
具

講

師

原
田

洋
子
氏

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

古
着
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

申
込
先

ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

と

き

月

日
（
火
）

午
前

時

分

午
後

時

と
こ
ろ

道
の
駅

旬
菜
館

前

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
て
ん
と
市

福
祉
の
向
上
に
心
温
た
ま
る
ご
芳
志

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

矢
田
の
川
端
典
秀
様
よ
り
亡
父
政
雄

様
の
供
養
と
し
て
町
の
振
興
・
福
祉

向
上
に
と

万
円

（
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

富
来
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
様
よ
り
、

社
会
福
祉
向
上
に

万
円

土
田
郵
便
局
様
よ
り
、
窓
口
設
置
募

金
箱
に
集
ま
っ
た
お
金
を
社
会
福
祉

向
上
に

円

梨
谷
小
山
の
藤
井
芳
信
様
よ
り
亡
母

光
子
様
の
供
養
と
し
て
福
祉
向
上
に

と

万
円

志
賀
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
志

賀
支
部
様
よ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
大
会
に
集
ま
っ
た
お
金

を
福
祉
向
上
に

万

、

円

町
内

電
話
が
設
置
さ
れ
た
の

で
、電
話
番
号
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
電
話
番
号
は
次
の
と
お
り

で
す
の
で
、お
か
け
に
な
る
場
合
は
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

や
ま
ゆ
り
会
（
加
茂
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

や
ま
ゆ
り
会
の
連
絡
先
が

や
ま
ゆ
り
会
の
連
絡
先
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

変
更
に
な
り
ま
し
た

聴
覚
障
害
者
の
皆
様
へ

聴
覚
障
害
者
の
皆
様
へ

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

皆
様
の
ご
相
談
、
行
政
手
続
き
等



昭
和

年

月

日
の
国
際
連
合

総
会
に
お
い
て
、
世
界
の
す
べ
て
の

人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
つ
人

間
と
し
て
の
尊
厳
と
平
等
で
譲
る
こ

と
の
で
き
な
い
権
利
を
認
め
る
こ
と

が
、
世
界
平
和
の
基
礎
で
あ
る
と
し

て

世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ

て
か
ら
、
今
年
で
採
択

周
年
を
迎

え
ま
す
。

こ
の
日
を
記
念
し
て
毎
年

月

日
を

人
権
デ
ー

と
定
め
、
世
界

各
国
で
多
彩
な
行
事
が
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

日
本
で
も
、
毎
年

月

日
か
ら

日
ま
で
の

週
間
を
人
権
週
間

と
さ
だ
め
、
人
権
デ
ー
の
意
義
を
訴

え
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め

の
各
種
啓
発
事
業
を
全
国
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

本
年
も
人
権
週
間
に
お
け
る
強
調

事
項
を
次
の

項
目
に
定
め
、
啓
発

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う

障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う

部
落
差
別
を
な
く
そ
う

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

志
賀
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。

（
志
賀
地
区
）

花
島

俊
一

倉

垣

金
谷
由
紀
枝

高
浜
町

能
登

正
人

上

棚

盛
本

浩
吉

代

田

障
子
口
文
雄

牛
ケ
首

三
津

幸
子

大

島

（
富
来
地
区
）

小
谷
内
正
孝

鵜
野
屋

藤
井

道
代

酒

見

大
野

堯

西
海
風
無

三
沖

博

日
下
田

（
人
権
常
設
相
談
所
）

金
沢
地
方
法
務
局
七
尾
支
局

（

）

金
沢
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（

）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（

）

子
ど
も
人
権

番
（

）

人
権
に
関
す
る
相
談
は
、
毎
月

総
合
相
談
（
無
料
）
に
あ
わ
せ
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

人
権
週
間
相
談
日

月

日（
金
）

午
前

時
か
ら
午
後

時
ま
で

相
談
会
場

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

階
、

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー

階

感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
止
め
よ
う

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

人
身
取
引
を
な
く
そ
う

皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
近
く
の
人

権
擁
護
委
員
は
、
日
常
生
活
に
お
け

る
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ

う
に
絶
え
ず
監
視
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
侵
害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

適
切
に
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
っ

て
救
済
を
図
り
、
自
由
人
権
思
想
の

普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

下
記
の
法
務
局
や
支
局
で
も
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
る

人
権

常
設
相
談
所

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
、
無
料
で
す
。
困
っ
た
こ

と
や
、
悩
み
事
を
お
持
ち
の
方
は
、

遠
慮
な
く
法
務
局
あ
る
い
は
人
権
擁

護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相談は無料、電話・ファックスによる
相談にも応えます（秘密厳守）

石川県では、事業主、労働者及び一般県民の方々の

職業能力開発・労働（賃金、退職金など）に関する様々

な疑問や悩みごとに応えるための 総合労働相談会

を毎月第 水曜日の午後 時 分から午後 時まで、

職業能力開発プラザにて開催しています。

専門のスタッフを配置していますので、多くの方が

ご利用下さい。

お問い合わせ、相談先

石川県職業能力開発プラザ（金沢市芳斉 ）

相談は無料、電話・ファックスによる
相談にも応えます（秘密厳守）

石川県では、事業主、労働者及び一般県民の方々の

職業能力開発・労働（賃金、退職金など）に関する様々

な疑問や悩みごとに応えるための 総合労働相談会

を毎月第 水曜日の午後 時 分から午後 時まで、

職業能力開発プラザにて開催しています。

専門のスタッフを配置していますので、多くの方が

ご利用下さい。

お問い合わせ、相談先

石川県職業能力開発プラザ（金沢市芳斉 ）

事業主、労働者の
総合労働相談会を開催

石川労働局では、石川地方最低賃金審議会から答

申を受け平成 年 月 日から、石川県最低賃金が

円（現行 円）に改正されました。

この石川最低賃金は、パート・臨時・アルバイト

等職種、雇用形態を問わず、また、年齢・性別に関

係なく石川県内で働く全ての労働者に適用されます

ので、使用者はこれ以下の賃金で、労働者を使用す

ることは出来ません。

お問い合せ 石川労働局賃金室

（ ）

ホームページ

守ろう！確かめよう！
この最低賃金

石川県最低賃金 時間額 円



志賀原子力発電所周辺の

環境放射線監視結果

今回の調査結果は、これまでに実施した調査結果と比べていずれも同程度であ
り、安全の確保が図られています。

空間放射線（平成 年 月 月）

放水ピット



排気筒

放水ピット

単位 シーピーエス（ ）

排気筒

放水ピット

号機

号機

志賀原子力発電所の運転状況（平成 年 月 月）

［特記事項］

年 月 日 内 容

（平成 年 月 日）
（平成 年 月 日）
平成 年 月 日

第 回定期検査開始（ 号機）
第 回定期検査開始（ 号機）
第 回定期検査終了（ 号機）



　

石川県立志賀高等学校
～普通科・総合学科～

〒 925-0141　石川県羽咋郡志賀町高浜町ノの170 番地　　
高浜高校内　Tel 0767-32-1166　Fax 0767-32-9077

〔本校の教育目標〕

〔教育課程の流れ〕

〔本校の特徴〕

自己の言動に責任を持ち、自主性を培い、知性と教養を身につけた、心身ともに健全でたくましい　　1. 
人間を育成する。
一人一人の個性を伸ばし、自他の人格を尊重する情操豊かな人間を育成する。2. 
地域を愛し、地域を学び、地域を創造する人材を育成するとともに、世界に対する広い視野を持っ　　3. 
た社会の有意な形成者を育成する。

（1）「普通科・総合学科の２学科」 → 多様な進路希望への対応と、難関大学進学の実現
（2）「単位制」 → 個性や適性に柔軟に対応
（3）「前期・後期の2学期制」 → 授業時数の確保
（4）「特色ある部活動」 → 多様な活動の保障と活気のある学校づくりに貢献



〔単位制とは〕

商業系列商業系列

福祉系列福祉系列

〔２つの学科について〕

　〈推薦入学〉平成21年2月9日　
　選抜資料：個人面談・課題作文・推薦書・志願理由書・調査書

　〈一般入学〉平成21年3月10・11日　
　1日目検査：学力検査
　2日目検査：集団面接・課題作文

〔入学者選抜〕

決められた単位を修得すれば卒業が認められる制度です。
・自分の学習計画に基づいて、自分の興味・関心、進路希望等に応じた科目を選択し学習できる。
・科目選択幅が広がり、自主的・意欲的に科目を選択しようとする意識を高めることができる。
これらの特色によって、今日の多様化した進路希望や、複雑化した入学者選抜方法や、産業構造に対応で
きることが期待されています。

普通科の特徴（２クラス　定員80名）
　1年次には同じカリキュラム（必修科目中心）を実施します。2・
3年次には、個々の進路目標に応じて、文系・理系に分かれたカ
リキュラムを設定し、豊富な選択を行えるようになっています。
　目標設定を高く持ち、国公立の４年制大学や難関とされる私立
４年制大学の合格を視野に入れた授業を展開していく予定です。

総合学科の特徴（２クラス　定員80名）
　総合学科とは、今までの普通科と専門学科（職業学科）だけでは、
現在の生徒の能力・適性、興味・関心、進路などの多様化に対応でき
ないことから、普通教科から職業に関する専門教科（商業・情報・福祉）
までの幅広い学習ができる新たな学科として設けられたものです。
　本校では、商業系列・福祉系列の２系列を設置し、将来の自己の進
路への自覚を深める学習を目指します。この系列分けは１年の後期よ
りおこないます。また、進路希望によって上級学校への進学も可能と
なっています。

 商業系列  　　 情報化社会の進んだ現代の実情に合わせた実践
的な授業を特徴とします。様々な検定や資格へ
チャレンジし、取得していくことで社会人とし
て即戦力となれる人材の育成を目指します。

 福祉系列  　　 高齢化社会の進む現代に合わせた実際的な知識
を持った人材の育成を特徴とします。福祉施設
や在宅福祉サービスを支える人材としての資格
取得や、幅広い科目選択により、多様な進路に
応じた検定や資格の取得を目指します。



　

第
４
回
志
賀
町
文
化
祭
が
11
月
１
日

か
ら
３
日
に
か
け
て
文
化
ホ
ー
ル
、
富

来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
両
会
場
と
も
多
く
の
方
々

に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
に
ぎ
わ
い

あ
る
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
行
わ
れ
た
文
化
ホ
ー
ル
の
文

化
展
示
、
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
文

化
余
技
展
で
は
、
文
化
協
会
、
愛
好
会
、

児
童
生
徒
、
一
般
の
方
々
な
ど
に
よ
る

力
作
が
出
展
さ
れ
、
訪
れ
た
方
々
か
ら

は
賞
賛
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

３
日
の
文
化
の
日
に
は
、
文
化
ホ
ー

ル
大
ホ
ー
ル
で
、文
化
の
日
記
念
式
典
、

記
念
講
演
会
、
舞
台
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
会
で

は
、
落
語
家
の
三
笑
亭
夢
之
助
師
匠

が
「
笑
い
と
会
話
の
伝
達
」
と
題
し
講

演
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

通
し
て
、
笑
い
を
テ
ー
マ
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
の
終
了
後
は
文
化
協
会
に
よ
る

舞
台
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
大
正
琴
の
軽
妙
な
音
色
で
幕
を
開

け
、勇
壮
な
演
舞
の
二
所
宮
の
獅
子
舞
、

民
謡
と
踊
り
、
衣
装
も
艶
や
か
だ
っ
た

よ
さ
こ
い
踊
り
、
町
の
無
形
文
化
財
で

あ
る
「
元
服
祝
い
歌
よ
い
子
の
節
」
と

「
志
賀
の
太
鼓
」
も
披
露
さ
れ
、
７
団

体
６
演
目
か
ら
な
る
多
彩
な
舞
台
芸
能

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
観
客
を
魅
了
し
ま

し
た
。
各
演
目
に
は
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
階
ロ
ビ
ー
で
は
、
文
化
祭
に
協
賛

し
て
女
性
団
体
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
青
年

団
協
議
会
に
よ
る
豚
汁
販
売
も
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
出
展
・
出
演
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

第 4回文化祭が盛大に開催

　近年の度重なる青少年の凶悪犯罪や、いじめ、不登校など、青少年をめぐる様々な問題が発生している
背景として、地域における地縁的つながりの希薄化や個人主義の浸透などによる、いわゆる「地域の教育
力の低下」が指摘されている。
　また、学校教育現場においては、教育活動以外の業務など教員の業務量の増が問題となっており、教員
の勤務負担を軽減するなど、積極的に時間外勤務を縮小し、教員が子ども一人一人に対するきめ細やかな
指導をする時間の確保を図る取り組みが必要である。
　これらを踏まえ、地域全体で学校教育を支援するため、学校と地域との連携体制の構築を図り、多様な
形態の教員支援を可能とし、子どもと向き合う時間の拡充を図ることを目指したのがこの事業です。
　志賀町では、地域に密着した「見守り隊」事業を対象として、登下校時の安全確保を目的に、町内８小
学校において１０月から、この事業展開を行っています。
　なお、この事業では、学校支援ボランティア（見守り隊街頭指導）を募集しています。詳しくはお近く
の小学校までお問い合わせ下さい。
　この事業に関してのお問い合わせ　生涯学習課　℡３２－９３５０【直通】

学校支援地域本部事業が10月から始まりました
（地域ぐるみで学校運営を支援する体制の整備）



　

男
女
が
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
、
楽

し
く
生
活
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
の
事
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
た
だ
く
機

会
と
す
る
た
め
今
回
、
男
性
を
対
象
と
し
た

講
座
を
行
い
ま
す
。
講
演
や
実
習
を
お
り
ま

ぜ
、３
回
コ
ー
ス
で
左
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

男
性
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

○
受
講
希
望
者
は
、
12
月
10
日
ま
で
に
左
記

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
先

　

志
賀
町
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
　

℡
32
―
９
３
５
０

　
　

開
催
日　
　

左
記
の
と
お
り

　
　

時　

間　
　

午
後
１
時
半
か
ら

　
　

場　

所　
　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

ジ
ュ
ニ
ア
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
教
室
受
講
生
募
集
！

輝
こ
う
熟
年
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
再
発
見

内　
　
　

容

第1回

12月18日㈭
　

講
演
「
男
の
我
慢
、
女
の
不
満
」

　
　
講
師　

萩
原　

扶
未
子
氏

第2回

1月15日㈭
　

男
性
の
料
理
教
室

　
　

挑
戦
し
て
み
よ
う

　
　
　

楽
し
く
食
事
づ
く
り

第3回

1月29日㈭
　

健
康
を
考
え
る

　
　

大
丈
夫
で
す
か
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

　
　
　

日
々
の
暮
ら
し
に
運
動
を

●と　き　　平成２１年１月１１日（日）　受付　午前９時30分～　式典　午前10時～（予定）
●ところ　　能登ロイヤルホテル　（受付：２階ロビー）
●対　象　　町内在住またはご出身の方で、今年度二十歳をむかえられる方
　　　　　　　（生年月日が昭和６３年４月２日から平成元年４月１日までの方）
●日　程　　 9：30～　受　付（予定）　10：00～　式　典・記念撮影・記念祝賀パーティー
●ご案内　　12月上旬に対象者の皆様にご案内します。１２月中旬までにご案内が届かない
　　　　　　場合は、お手数ですが下記までお問い合わせください。
☆問合せ　　志賀町教育委員会　生涯学習課　電話３２－９３５０

　

バ
レ
エ
の
基
礎
を
取
り
入
れ
た
レ
ッ
ス
ン

で
、
背
筋
を
の
ば
し
て
、
き
れ
い
な
体
を
つ

く
り
、
い
ろ
い
ろ
な
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま

す
。

　

内
容
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
的
な
も
の
か
ら
、

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
、
創
作
、
童
謡
な
ど
、

そ
の
時
に
あ
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
と
レ
ッ
ス
ン

し
て
い
く
予
定
で
す
。
元
気
な
ち
び
っ
子
ダ

ン
サ
ー
志
望
の
皆
さ
ん
、
お
待
ち
し
て
ま
す
!

○
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１ 

レ
ッ
ス
ン
内
容

　

①
レ
ッ
ス
ン
は
１
時
間

　

②
バ
ー
レ
ッ
ス
ン
（
バ
ー
や
壁
に
つ
か
ま

　
　

っ
て
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
）

　

③
フ
ロ
ア
ー
レ
ッ
ス
ン（
床
全
体
で
、ジ
ャ

　
　

ン
プ
、
回
転
な
ど
移
動
し
て
動
く
）

　

④
作
品
（
踊
り
）

２ 

必
要
な
も
の　

　

①
バ
レ
エ
シ
ュ
ー
ズ

　

②
レ
オ
タ
ー
ド
、
タ
イ
ツ

　
　

ま
た
は
動
き
や
す
い
服
装

　

③
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

日　

時　

毎
週
木
曜
日

　

幼
児
ク
ラ
ス　

16
時
30
分
〜
17
時
30
分

　

小
学
生
ク
ラ
ス
17
時
30
分
〜
18
時
30
分　

場　

所　

場
所
に
つ
い
て
は
決
定
次
第
、
希

　
　
　
　

望
者
の
方
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

  

田
中　

千
絵
（
日
本
洋
舞
連
合
会
員
）

　

℡
０
９
０-

４
６
８
４-

７
３
４
５

　

子
ど
も
に
本
を
読
ん
で
あ
げ
る
時
は
、
子

ど
も
も
大
人
も
、
と
っ
て
も
幸
せ
な
気
持
ち

に
な
れ
る
と
き
。
で
も
、
も
っ
と
上
手
に
お

話
を
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

一
緒
に
練
習
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

細
川　

律
子 

さ
ん
の

お
話
し
会 

＆ 

読
み
聞
か
せ
講
習
会

　

日
時　

12
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜　
　
　

　

場
所　

志
賀
町
立
図
書
館

　
　
　
　
　

２
階　

視
聴
覚
室　

　

講
師　

細
川　

律
子　

さ
ん

　

参
加
無
料

　

お
問
い
合
わ
せ

　

志
賀
町
立
図
書
館　

℡　

32-

１
７
４
０

　

生
涯
学
習
課　
　
　

℡　

32-

９
３
５
０

熟
年
講
座



実
ざ
く
ろ
の
紅
を
深
め
て
夕
茜

吉
田

外
江

残
る
虫
鳴
け
ど
応
ふ
る
も
の
の
な
し

坂
下

草
風

毒
き
の
こ
ば
か
り
目
に
入
る
山
歩
き

土
田
エ
ミ
子

銀
杏
や
寺
に
疎
開
の
子
等
し
の
ぶ北

谷

芳
子

足
止
め
て
心
静
か
に
夕
紅
葉

裏
田

弘
美

と
し
て
雲
寄
せ
つ
け
ぬ
後
の
月鍋

岡
美
智
子

あ
ち
こ
ち
に
風
の
散
歩
や
芒
原

冨
地

重
内

薄
化
粧
妻
の
お
し
ゃ
れ
や
菊
日
和森

下
い
わ
お

見
な
れ
た
る
里
の
峠
の
草
紅
葉

大
乗

春
風

高
齢
者
免
許
更
新
天
高
し

堀

綾
子

渡
り
鳥
来
る
も
帰
る
も
能
登
岬

須
广
と
み
子

父
祖
の
田
に
生
き
て
悔
い
な
し
一
位
の
実

小
島

史
子

文
芸
教
室

に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
紙
面
の
制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
般

投
稿
の
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首

（
一
句
）、
詩
に
つ
い
て
は
二
百
字
以
内
と
し
て
送

付
く
だ
さ
い
。

送
り
先

志
賀
町
末
吉
千
古

番
地

志
賀
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

広
報
担
当
ま
で

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

を

し

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

年
寄
り
は
便
利
す
ぎ
る
と
な
お
不
便

遠
藤
美
朝
子

色
づ
い
た
山
快
晴
の
陽
に
映
え
る木

村

貞
涼

便
利
さ
に
慣
れ
て
メ
タ
ボ
が
増
え
て
行
き

小
松

彰
一

む
ず
か
し
い
便
利
な
機
械
飾
る
だ
け

石
田

雪
路

教
え
上
手
師
匠
に
出
会
い
日
々
楽
し

前
田

志
津

師
匠
の
技
盗
ん
で
励
む
弟
子
の
意
地

坂
野
か
ほ
る

腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
葉
う
ら
に
ぶ
ら
さ
が
る

青
虫
つ
ま
む
に
ん
げ
ん
が
ゐ
る

安
中
加
奈
子

障
害
の
わ
れ
に
散
歩
を
う
な
が
し
て

妻
は
待
ち
お
り
い
つ
も
の
坂
で

田
端

正
敏

そ
ら
豆
を
ま
き
玉
ね
ぎ
の
移
植
終
え

夕
べ
の
雨
に
安
ら
ぎ
て
お
り

坂
井
外
志
子

秋
野
菜
日
毎
に
太
る
を
な
が
め
つ
つ

あ
の
子
こ
の
子
へ
と
思
う
楽
し
み東

操

悲
哀
越
え
満
中
陰
の
日
を
迎
う

い
ち
に
ん
偲
ぶ
に
秋
の
日
穏お

だ

し
福
島

信
子

ひ
っ
そ
り
と
狭
庭
に
咲
け
り
石
蕗
の
花

浅
子

秋
日
和
真
昼
間
遠
く
聞
こ
え
く
る

風
も
な
く
し
て
草
刈
機
の
音

み
さ
の

秋
深
け
し
鉢
に
植
え
た
る
万
り
ょ
に

赤
い
玉
つ
け
誇
ら
し
げ
に
咲
く

千
里

荒す
さ

む
世
を
憂
い
た
ら
我
な
り
に

日
々
感
謝
し
つ
つ
師
走
と
な
り
ぬ

智
子

同
級
生
歩
み
語
ら
う
熊
野
路
は

世
界
遺
産
の
神
秘
の
古
道

松
本
理
希
三

廃
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
桐
の
芽
を

我
家
の
畑
に
移
植
す
る
朝

雪
門

丸
々
と
肥
え
て
ム
ジ
ナ
も
冬
支
度林

ち
よ
子

無
理
せ
ず
に
時
の
流
れ
と
風
を
読
む

窪

洋
子

晩
酌
を
減
ら
せ
へ
ら
せ
と
そ
れ
は
無
理

中
畑

良
則

無
理
と
知
る
年
齢
重
ね
丸
く
な
るみ

や
み
ち
さ
か
し

救
急
車
無
理
な
速
度
で
人
助
け

小
松

康
子

無
理
難
題
断
る
こ
と
に
勇
気
い
る赤

ふ
じ

高
齢
者
の
私
の
願
い田

中

テ
イ
子

物
が
余
る
程
豊
か
で
何
の
心
配
も
な
い
時

代
に
何
で
痛
ま
し
い
事
件
が
次
々
と
起
き

る
の
か
？
親
殺
し
、
子
殺
し
、
は
て
は
無

差
別
殺
人
と
毎
日
の
様
に
テ
レ
ビ
、
新
聞

等
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
我
が
子
の
不
幸

を
願
う
親
は
此
の
世
に
絶
対
い
な
い
の
に

何
や
ら
日
増
し
に
渇
い
て
ゆ
く
現
代
社
会
。

私
達
が
求
め
て
い
る
の
は
物
で
も
金
で
も

な
い
、
一
番
大
切
な
も
の
を
大
切
に
す
る

社
会
、
自
分
の
命
も
人
の
命
も
大
切
。
年

老
い
た
今
、
た
っ
た
一
度
の
人
生
だ
も
の

自
分
の
心
を
味
方
に
し
て
残
り
少
な
い
人

生
を
前
向
き
に
切
り
開
い
て
生
き
て
ゆ
き

た
い
と
日
々
願
っ
て
い
る
。



23

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
ヵ
月
と
な
り
ま
し
た
。
何
か
と
忙
し
い

時
期
で
す
が
、
時
に
は
ゆ
っ
く
り
と
お
茶
で
も
飲
み
な
が
ら
、
物

語
の
世
界
に
ひ
た
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
14
日
か
ら

は
年
末
年
始
に
向
け
て
本
の
貸
出
冊
数
を
増
や
し
ま
す
。
ク
リ
ス

マ
ス
や
お
正
月
の
準
備
に
も
ぜ
ひ
図
書
館
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

12月 コース 場　所・　時間

　3日（水）
熊　野
福　浦

① 熊野多目的集会場　　13:30
② 福浦郵便局前　　　　14:00

　９日（火） 稗　造
① 東小室バス停　　　　13:20
② 鵜野屋バス停　　　　13:50

10日（水） 保育所
① ますほ保育園　　　　14:40
② とぎ保育園　　　　　15:00

11日（木） はまなす園　　　　　　　14:00

12日（金） 有縁の荘　　　　　　　　14:00

16日（火）
東増穂

① 八幡公民館　　　　　13:10
② アイリス (老保 )　　　13:30
③ ますほの里 (特養 )　　14:10

志賀町デイサービスセンター　14:00

17日（水） 西増穂

① 大福寺干場商店前　　13:10
② 稲敷集会場　　　　　13:30
③ 西増穂郵便局前　　　13:40
④ はまなす園デイサービスセンター　13:50
⑤ とぎ地域福祉センター　14:10

24日（水） 富　来
① すみれ作業所　　　　13:30
② 富来病院　　　　　　14:00

25日（木） はまなす園　　　　　　　14:00

26日（金）
西　海
西　浦

① 前浜バス停前　　　　13:30
② 笹波バス停　　　　　13:40
③ のぞみの里　　　　　13:50
④ 赤崎作業場前　　　　14:00
⑤ 西海長畑商店前　　　14:30

◆
お
す
す
め
の
本
◆

○
ラ
ッ
ピ
ン
グ
・
バ
イ
ブ
ル 

 

ラ
ッ
ピ
ン
グ
協
会

　

贈
り
物
に
欠
か
せ
な
い
ラ
ッ
ピ
ン

グ
。
基
本
の
包
み
方
か
ら
、
形
に
合

わ
せ
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
、
シ
ー
ン
に
合

わ
せ
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
包
み
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
〝
も
み
の
木
〞

を
あ
し
ら
っ
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
は
い
か

が
で
す
か
？
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ

ア
で
お
し
ゃ
れ
な
ラ
ッ
ピ
ン
グ
が
出

来
上
が
り
ま
す
よ
！

○
ま
い
に
ち
食
べ
た
い
〝
ご
は
ん
の

　

よ
う
な
〞
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
の
本 

な
か
し
ま　

し
ほ

　

ま
る
で
ご
は
ん
を
作
る
よ
う
に
、

12月
 １日㈪・８日㈪・15日㈪
 22日㈪・28日㈰～１月 5日㈪
 閉館時間
 平　　日　9：30～ 18：00
 土･日・祝　9：30～ 17：00

お問い合わせ
 志賀町立図書館 ■32－1740        
 志賀町立富来図書館 ■42－2777        

休館日のご案内
◆
新
着
の
本
◆

○
午
後
の
音
楽　
　
　

小
池
真
理
子

○
謎
手
本
忠
臣
蔵　

上
・
下  

加
藤　
　

廣

○
素
行
調
査
官　
　
　

笹
本　

稜
平

○
女
王
蘭　
　
　
　
　

新
堂　

冬
樹

○
ア
イ
ス
ク
リ
ン
強
し　

畠
中　
　

恵

○
ガ
リ
レ
オ
の
苦
悩　

東
野　

圭
吾

○
聖
女
の
救
済　
　
　

東
野　

圭
吾

●
読
み
聞
か
せ
講
習
会

　

：

12
月
６
日(

土)

午
後
２
時
か
ら　
　

　

：

２
階
・
視
聴
覚
室

　

：

細
川
律
子
先
生

　

読
み
聞
か
せ
を
上
手
に
し
て
み
た

い
方
、
一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
？

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
文
章
教
室(

第
２
回
）

　
：

12
月
７
日(

日)

午
後
２
時
か
ら　
　

　

：

２
階
・
お
話
会
室

　

あ
な
た
の
思
い
出
を
書
き
残
し
ま

せ
ん
か
？
第
一
回
に
参
加
し
て
い
な

毎
日
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
焼
い
て
い

る
と
い
う
な
か
し
ま
さ
ん
。
バ
タ
ー

や
生
ク
リ
ー
ム
を
使
わ
ず
に
、
季
節

の
も
の
や
滋
養
の
あ
る
食
材
を
た
く

さ
ん
詰
め
た
、
体
に
や
さ
し
く
て
お

い
し
い
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
の
作
り
方

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
方

に
も
分
か
り
や
す
い
レ
シ
ピ
本
で
す
。

く
て
も
受
講
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

　
：

12
月
20
日(

土)

午
後
２
時
か
ら　
　

　

：

２
階
・
視
聴
覚
室

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
お
話
の

会
で
す
。
み
ん
な
で
ク
リ
ス
マ
ス
気

分
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
!!

●
南
政
善
生
誕
百
年
記
念
企
画
展
示

　

：

12
月
27
日(

土)

　

：

２
階
・
展
示
ホ
ー
ル

　

今
年
生
誕
百
年
を
迎
え
た
郷
土
の

画
家
・
南
政
善
の
軌
跡
を
、
作
品
や

実
際
に
使
わ
れ
た
パ
レ
ッ
ト
等
と
と

も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

◇
ハ
ウ
ル
の
お
は
な
し
宅
急
便

　

：

12
月
19
日(

金)

午
後
２
時
30
分
か
ら　
　

　

：

と
ぎ
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
ク
リ
ス
マ
ス
の
つ
ど
い

　

：

12
月
25
日(

木)

午
後
１
時
30
分
か
ら　
　

　

：

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◆年末年始のお知らせ◆
12月28日（日）～１月５日（月）
休館いたします
12月14日（日）～27日（土）
の間、本の貸出冊数を10冊（通
常６冊）にします。年末年始
に読む本をたくさん借りてく
ださいね。
（※ビデオ・ＤＶＤ・ＣＤ、雑誌は
　　通常どおり２点以内です） 



志賀町児童館

　

子
ど
も
た
ち
が
「
ス
ィ
ー
ト
ポ
テ

ト
」
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
児
童

館
の
畑
で
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を

使
っ
て
、
皮
を
む
く
、
切
る
、
潰
す

と
い
っ
た
料
理
の
基
本
作
業
に
挑

戦
。
子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
な
い
手
つ

き
な
が
ら
積
極
的
に
作
業
に
取
り
組

　

10
月
26
日（
日
）、
県
民
大
学
チ
ャ

レ
ン
ジ
志
賀
教
室
で
は
自
然
素
材
を

　

毎
週
水
曜
日
（
午
前
中
）
は
親
子

ふ
れ
あ
い
の
日
で
す
。
在
宅
の
お
子

さ
ん
と
ご
両
親
が
児
童
館
で
楽
し
く

遊
ぶ
日
で
す
。
お
子
さ
ん
が
遊
ぶ
玩

具
や
ビ
デ
オ
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
親

子
が
ゆ
っ
た
り
遊
べ
ま
す
。
育
児
情

 

食
育
ク
ッ
キ
ン
グ

県
民
大
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
志
賀

  

親
子
ふ
れ
あ
い

★申し込み、お問い合せは

　　志賀町児童館　まで　℡   32-1724

　６日(土)　移動児童館（堀松公民館)　10：00～
　　　　　　バトンキッズ　13：30～
　７日(日)　パソコンクラブ（年賀状作り）　13：30～
１３日(土)　オカリナクラブ　13：30～
１４日(日)　県民大学チャレンジ志賀教室（ミニ門松）　13：30～
２０日(土)　ペーパークラフト（ケロロ軍曹）　13：30～
２７日(土)　ＤＶＤお楽しみ会（ディアルガ・パルキア・ダークライ）13：30～

み
、
完
成
し
た
熱
々
の
ス
ィ
ー
ト
ポ

テ
ト
を
お
い
し
そ
う
に
味
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

使
っ
て
「
ま
つ

か
さ
の
小
人
」

を
作
り
ま
し
た
。

秋
の
野
山
で
拾

っ
た
松
ぼ
っ
く

り
に
顔
や
赤
い

帽
子
、
ス
パ
ン

コ
ー
ル
を
飾
り

付
け
ま
す
。
児
童
ら
は
「
松
ぼ
っ
く

り
の
形
や
大
き
さ
が
一
つ
一
つ
違
っ

て
お
も
し
ろ
い
」
と
好
奇
心
一
杯
。

可
愛
ら
し
い
ま
つ
か
さ
の
小
人
に
仕

上
が
り
ま
し
た
。

12 月 の 行 事 予 定

　

下
甘
田
公
民
館
に
て
キ
ュ
ー
ビ
ッ

ク
パ
ズ
ル
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

牛
乳
パ
ッ
ク
に
思
い
思
い
の
絵
柄
で

サ
イ
コ
ロ
キ
ュ
ー
ブ
を
工
作
。
そ
の

後
、
柔
軟
な
発
想
と
推
理
力
で
パ
ズ

ル
の
謎
解
き
に
ト
ラ
イ
。
縦
、
横
に

キ
ュ
ー
ブ
を
回
し
て
６
面
の
絵
柄
を

揃
え
ま
す
。
絵
柄
が
揃
う
と
「
や
っ

た
！
」
と
歓
声
が
あ
が
り
、
知
恵
と

夢
が
一
杯
詰
ま
っ
た
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク

パ
ズ
ル
を
友
だ
ち
と
交
換
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。

　

県
民
大
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
志
賀
教

室
が
12
月
14
日
（
日
）、
午
後
１

時
30
分
よ
り
児
童
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
生
涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
ミ
ニ
門
松
を
作
っ
て
楽

し
み
ま
す
。
受
講
ご
希
望
の
方
は

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

移
動
児
童
館

報
や
日
々
の
出
来
事
を
共
に
語
り
、

笑
い
、
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
、
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
ま
せ

ん
か
。
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。　



　お問い合わせ先 ……

　北陸電力㈱アリス館志賀　　３２-4321
　　　開館時間　9:00～ 16:30( 入館無料 )

お問い合わせ先 ……お問い合わせ先 ……

北陸電力㈱アリス館志賀 　３２-4321
開館時間　9:00～ 16:30( 入館無料 )

３

アリス館志賀アリス館志賀
催し物 工作コーナー
★クリスマスイベント
   12月21日(日)、23日(祝)
　　21日には「アニメ上映会」をするよ。
　　クイズやゲームや工作など盛りだくさん !!
　　アリス館でサンタクロースに会えるかも。
　　みんな集合 !!
　　　　　
　　　　　*都合により内容を変更する場合があります。

★ぱたぱた♪ハウス
   12月1日(月)～12月25日(木)
　かわいいクリスマスカレンダーを作ろう !!　

★年賀状作り
   12月1日(月)～12月27日(土)
　　オリジナル年賀状を作って、お友達に送ってね！
　　　　　
　　*必要な材料はすべてアリス館にそろっています。
　　*都合により内容を変更する場合があります。 

水土里ネット しか　からお知らせです !
志賀町土地改良区  区域内農地の移動について

売買・経営移譲・利用権設定等で農地の移動
　　がありましたら、移動届けを提出して下さい｡

住所　志賀町堀松への１の１番地

 TEL　32-3851

　　＊道路等に潰れた場合や、他の理由で農地でなくなった場合は

　　　転用決済金がかかる区域もありますのでお知らせ下さい。

　　＊移動届けを提出して頂かないと、賦課金は従来のまま賦課されます。

　用紙は志賀町土地改良区事務所（堀松公民館内）にあります。



施設区分 施 設 名 等 所在地 休業 休館の期間 特記事項・平常時の休業等

行 政

役場本庁舎 末 吉 月 日 月 日

（ご用の方は夜間受付口
からお入りください ）

年末年始期間中は戸籍の届出（出
生 死亡 婚姻等）の受領は行います。富来支所 富来領家町

土田郵便局での住民票・印鑑証明の事務取扱いは 月 日 月 日まではお休みとなります。

医療保健

児童福祉

志賀クリニック 高浜町 月 日午後 月 日 月 日午前は診療

デイケアセンター 高浜町

月 日 月 日富来病院 富来地頭町

保健福祉センター 高浜町

デイサービスセンター 高浜町 月 日 月 日

ショートステイ 高浜町 無 休

シルバーハウス 代 田
月 日 月 日

やすらぎ荘 福 井

とぎ地域福祉センター 酒 見 月 日 月 日 毎週水曜日休館

とぎ温泉センター 酒 見 月 日 月 日は無休とし、正午から午後 時まで営業します。

児童館（堀松 富来含む） 月 日 月 日 祝日及び毎月第 日曜日休館

商工観光

アクアパーク シ・オン 末 吉 無 休

花のミュージアム フローリィ 赤 住 月 日 月 日 冬期休館中です。

富来サイクリングターミナル 里本江

無 休シーサイドヴィラ 渤海 富来領家町

能登リゾートエリア増穂浦 相 神 予約受付は 月 日から行います。

道の駅 旬菜館 末 吉 月 日 月 日 毎週火曜日休館

道の駅 とぎ海街道 富来領家町 無 休

社会教育

文化ホール 高浜町 月 日 月 日

富来活性化センター 富来領家町 月 日 月 日

図書館 高浜町
月 日 月 日

富来図書館 富来領家町

社会体育

総合体育館・総合武道館
弓道場・陸上競技場

町

月 日 月 日

毎週月曜日休館

多目的スポーツセンター 矢蔵谷

高浜体育館 高浜町

富来勤労者体育センター 里本江 毎週月曜日休館

稗造スポーツセンター 大西

富来 海洋センター 富来領家町 月 日 月 日 毎週月曜日休館

そ の 他

ゴミ収集 月 日 月 日 リサイクルセンター（羽咋）の受け入れは 月 日正午までです。

志賀斎場・羽咋斎場 月 日

衛生センター 月 日 月 日 受け入れは 月 日正午までです。

施設区分 施 設 名 等 所在地 休業 休館の期間 特記事項・平常時の休業等

行 政

役場本庁舎

富来支所

医療保健

児童福祉

志賀クリニック

デイケアセンター

富来病院

保健福祉センター

デイサービスセンター

ショートステイ

シルバーハウス

やすらぎ荘

とぎ地域福祉センター

とぎ温泉センター

児童館（堀松 富来含む）

商工観光

アクアパーク シ・オン

花のミュージアム フローリィ

富来サイクリングターミナル

シーサイドヴィラ 渤海

能登リゾートエリア増穂浦

道の駅 旬菜館

道の駅 とぎ海街道

社会教育

文化ホール

富来活性化センター

図書館

富来図書館

社会体育

総合体育館・総合武道館
弓道場・陸上競技場

多目的スポーツセンター

高浜体育館

富来勤労者体育センター

稗造スポーツセンター

富来 海洋センター

そ の 他

ゴミ収集

志賀斎場・羽咋斎場

衛生センター

閲覧年月日 閲覧申請者 請求事由 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

平成 年 月 日 自衛隊石川地方協力本部 自衛官等の募集に伴う広報
町内全域 平成 年 月 日から平成
年 月 日までの間に生まれた者

平成 年 月 日
株式会社 都市環境マネジメント研究所
代表取締役 松本 浩平

食育に関する県民意識調査 実施のための対
象者抽出

町内全域 歳以上の男女 人

平成 年 月 日
社団法人 新情報センター
事務局長 平谷 伸次

高齢者の健康に関する意識調査 実施のため
の対象者抽出

高浜町ノ 歳以上の男女 人

平成 年 月 日
株式会社 日経リサーチ
代表取締役社長 園本 雄司

生活意識に関するアンケート調査（第 回）
実施のための対象者抽出

赤住 歳以上の男女 人

平成 年 月 日
社団法人 中央調査社
会長 若林 清造

年新聞読者基本調査 実施のための対象
者抽出

二所宮 満 歳以上の男女 人

平成 年 月 日
株式会社 日経リサーチ
代表取締役社長 園本 雄司

生活意識に関するアンケート調査（第 回）
実施のための対象者抽出

高浜町 歳以上（昭和 年 月 日
以前に生まれた人）の男女 人

平成 年 月 日
社団法人 新情報センター
事務局長 平谷 伸次

読書についてのアンケート（第 回全国農
村読書調査）実施のための対象者抽出

舘開 歳以上 歳以下の男女 人

平成 年 月 日
社団法人 新情報センター
事務局長 平谷 伸次

食料・農業・農村の役割に関する世論調査
実施のための対象者抽出

高浜町 ニ・ホ・ヘ・チ・ル・ヲ
歳以上の男女 人

平成 年 月 日
株式会社 都市環境マネジメント研究所
代表取締役 松本 浩平

子育てに関する県民意識調査 実施のため
の対象者抽出

町内全域 満 歳以上 歳未満の男女
人

閲覧年月日 閲覧申請者 請求事由 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

住民基本台帳閲覧状況の公表
（平成 年 月 日から平成 年 月 日までの期間）

住民基本台帳法第 条第 項及び第 条の 第 項、住民基本台帳の一部の写しの
閲覧及び住民票の写し等の交付に関する省令第 条の規定に基づき公表します。

住民基本台帳閲覧状況の公表
（平成 年 月 日から平成 年 月 日までの期間）



休日夜間当番薬局 時間 午後 時 午前 時
診診療療時時間間はは、、午午前前 時時かからら正正午午ままでででですす。。ななおお、、受受診診のの際際ににはは、、事事前前にに病病院院へへ電電話話連連絡絡ししててくくだだささいい。。診療時間は、午前 時から正午までです。なお、受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。

総人口 ， 人

男 ， 人

女 ， 人

世帯数 ， 世帯

総人口 ， 人

男 ， 人

女 ， 人

世帯数 ， 世帯

月月 日日現現在在月 日現在

【 お 断 り 】
このコーナーは、当町で届出
をし、希望がある方のみ掲載し
ています。他市町村での届出を
予定し、掲載を希望する場合は
届出書の余白に 広報掲載希望
とお書き下さい。
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本
籍
地

木
元

裕
也

井
上

舞

七
尾
市

倉

垣

七
尾
市

岡

祐
二

銭
元

雅
子

舘

開

仏

木

赤

住

小
泉

信
三

松
崎

恭
子

安
部
屋

東
京
都

東
京
都

上
野

宏
則

山
本

恵
子

高
浜
町

金
沢
市

高
浜
町

栗
原

克
己

中
野
由
美
子

高
浜
町

宝
達
志
水
町

高
浜
町

谷
内

友
二

保
田
香
代
子

宿

女

能
登
町

高
浜
町

若
狭
翔
太
郎

川
森

幸
子

高
浜
町

七
尾
市

高
浜
町

堀

一
樹

長
谷
川
紀
子

小

浦

新
潟
県

小

浦

橘

透

橋

秋
菜

田

中

稲

敷

田

中

大
崎

祥
司

岡
野

直
子

西
海
風
無

直

海

西
海
風
無

氏

名

本

籍

新
本
籍
地

岡

祐
二

銭
元

雅
子

舘

開

仏

木

赤

住

上
野

宏
則

山
本

恵
子

高
浜
町

金
沢
市

高
浜
町

谷
内

友
二

保
田
香
代
子

宿

女

能
登
町

高
浜
町

堀

一
樹

長
谷
川
紀
子

小

浦

新
潟
県

小

浦

大
崎

祥
司

岡
野

直
子

西
海
風
無

直

海

西
海
風
無

氏

名

年

齢

本
籍
ま
た
は
住
所

坂
本

義
信

加
藤

弘
子

宮
原

力
也

西
田
登
美
子

盛
本
う
め
の

中
村

留

今
川

孝
造

大
葉
ま
き
の

前
田
志
津
子

島

義
則

橋

行
雄

井

清
志

竹
中

あ
や

坂

げ
子

北
口

孝
榮

小
林

忠
男

押
田

乙
女

新
町

修
一

村
田

市
郎

山
田
き
よ
子

島

正
教

橋
本

喜
市

静
子

赤
芝

要

川
な
つ
き

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

西
海
風
無

高
浜
町

酒

見

笹

波

代

田

酒

見

倉

垣

高
浜
町

高
浜
町

草

木

稲

敷

松

木

小

室
町町

舘

開

福

井

米

町

甘

田

相

神

鹿

頭

相

神

里
本
江

小

窪

西
海
風
戸

氏

名

年

齢

本
籍
ま
た
は
住
所

当番医名 住 所 電話番号 当番薬局 住 所
日

（日）
池野整形外科医院 志賀町高浜町 笠原健招堂薬局

コ ー プ 店 志賀町里本江
いがわ内科クリニック 羽咋市鶴多町

日
（日）

福田整形外科医院 羽咋市釜屋町
プリスケア薬局 志賀町高浜町

岡田医院 志賀町富来領家町
日

（日）
松江産婦人科内科医院 羽咋市島出町

まとば中央薬局 羽咋市的場町
羽咋池野整形外科医院 羽咋市南中央町

日
（火 祝）

前川医院 羽咋市酒井町
は く い 薬 局 羽咋市的場町

西村内科胃腸科クリニック 宝達志水町今浜
日

（日）
おおの整形外科クリニック 羽咋市鶴多町

くすりのまき薬局 宝達志水町今浜
ひよりクリニック 志賀町富来地頭町

日
（月）

疋島クリニック 羽咋市旭町
岩脇医院 羽咋市的場町

日
（火）

押水クリニック 宝達志水町門前
松江外科胃腸科医院 羽咋市松ケ下町

日
（水）

松柳医院 羽咋市島出町
保志場内科クリニック 羽咋市的場町

当番医名 住 所 電話番号 当番薬局 住 所
日

（日）
池野整形外科医院 笠原健招堂薬局

コ ー プ 店いがわ内科クリニック
日

（日）
福田整形外科医院

プリスケア薬局
岡田医院

日
（日）

松江産婦人科内科医院
まとば中央薬局

羽咋池野整形外科医院
日

（火 祝）
前川医院

は く い 薬 局
） 西村内科胃腸科クリニック

日
（日）

おおの整形外科クリニック
くすりのまき薬局

ひよりクリニック
日

（月）
疋島クリニック
岩脇医院

日
（火）

押水クリニック
松江外科胃腸科医院

日
（水）

松柳医院
保志場内科クリニック

小
谷

肇

島

友
紀

羽
咋
市

仏

木

羽
咋
市

野
澤

博
史

堂
谷
内

好

舘

開

七
尾
市

舘

開

小
谷

肇

島

友
紀

羽
咋
市

仏

木

羽
咋
市



このコーナーに掲載する写真を募集しています。子どもやペット、サークル
仲間の写真等コメントを添えて情報推進課広報放送係までお送りください。

麦谷　琉
りゅうま

眞ちゃん

　
　10月 31日で１歳になりました。
拍手やバイバイをしたり、いつも笑顔で愛
敬たっぷりな琉眞くん。
　これからも明るく元気に育ってね♥

　

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を
平
成
20
年
12
月

31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、

１
年
間
の
生
産
活
動
に
伴
う
製
造
品
の
出
荷
額
、
原
材
料

使
用
額
な
ど
を
調
査
し
、
製
造
業
の
実
態
を
明
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
重

要
な
基
礎
資
料
と
し
て
使
わ
れ
る
ほ
か
、
企
業
、
大
学
な

ど
で
の
研
究
資
料
、
小･

中･

高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
事
業
所
に
は
、
本
年
12
月
中

旬
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
、
都
道
府
県
知
事
か
ら
任
命

さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
お
忙
し
い
時
期
と
は
存
じ
ま
す
が
、
調
査
に
御
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
皆
様
か
ら
御
提
出
い
た
だ
く
調
査
票
に
つ
い
て

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
正
確
な
御
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

http://w
w
w
.m
eti.go.jp/statistics/

　

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

志
賀
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
訪
問
看
護
師
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

子
育
て
を
し
な
が
ら
、
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

①
常
勤
看
護
師　

２
名

　

勤
務
時
間　

月
〜
金

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

(

休
日
に
出
勤
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す)

②
非
常
勤
看
護
師　

若
干
名

　

勤
務
日
、
時
間
は
希
望
に
応
じ
ま
す
。

◆
資　

格　

保
健
師
ま
た
は
正
看
護

師
の
資
格
を
有
し
、
病
院
勤
務
を

５
年
以
上
経
験
し
た
方
。（
状
況
に

よ
っ
て
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。）
ま
た

は
、
他
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
勤
務
し
た
経
験
の
あ
る
方
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

　

志
賀
町
高
浜
町
カ
の
１
番
地
１

　
　
　
　
　
　

志
賀
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内

　

石
川
県
医
療
在
宅
ケ
ア
事
業
団

　

志
賀
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

32-

５
５
８
５

　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

32-

９
２
２
６　

年
金
が
一
生

　

減
額
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
老
後
に
受
け
取
る
年
金
が

減
額
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

６
カ
月
の
納
め
忘
れ　

年
間
１
万
円

　

１
年
間
の
納
め
忘
れ　

年
間
２
万
円

　

２
年
間
の
納
め
忘
れ　

年
間
４
万
円

　

心
当
た
り
の
あ
る
方
や
自
分
か
も
し
れ
な
い
と
不
安
な
方

は
、
住
民
課
国
保
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。(

☎

32-

９
１
２
１)

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
付
期
限
を
過
ぎ
て

い
て
も
、
２
年
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
七
尾
社
会
保
険
事
務
所
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。（
☎
０
７
６
７-

53-

６
５
１
１
）

生
涯
、
年
金

が
減
額
さ
れ

ま
す
。

⇩

「
大
き
く
な
っ
た
ら　

園
児
の
夢
ト
ー
ク
」

(

30
分
番
組　

志
賀
町
編
）

　

幼
稚
園
や
保
育
園
の
園
児
が
将
来
の
夢
や
希
望

を
カ
メ
ラ
の
前
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
話
し
ま
す
。

AM　7:30～ 8:00
PM　5:30～ 6:00
PM　8:30～ 9:00

　11月 30日日～
　　12月　2日火 加茂保育園

　3日水～　5日金 中甘田保育園

　6日土～　8日月 上熊野保育園

　9日火～11日木 とぎ保育園

12日金～14日日 下甘田保育園

15日月～17日水 土田保育園

18日木～20日土 ますほ保育園

21日日～23日火 高浜保育園

金沢ケーブルテレビネット

アナログ9ch


